




































































3	 Emile	Zola,	Lourdes	dans	Œuvres complètes : Les Trois V illes,	éditées	 sous	 la	direction	d’Henri	
Mitterand,	Paris,	Cercle	du	Livre	Précieux,	1968,	t.	Ⅶ,	p.	397.	本稿における『三都市』からの引用は，
この版による。引用は既訳を参考にして筆者が訳出した。




















































した文脈からは切り離し得ない。《フランス共和国は世界に新世紀を顕す》La République présente 

















つ い て は， 主 に 以 下 を 参 照 し た。Maurice	Agulhon,	Marianne, les visages de la République,	Paris,	
























Champ-de-Mars	»,	La Situation,	1er	 juillet	1867	;	Emile	Zola,	«	Lettres	de	Paris.	Nouvelles	 littéraires	et	















図4．Catalogue illustré du Salon : 
peinture et sculpture,	Société	des	
artistes	français,	1893,	p.	277.




図5．Catalogue illustré du 






















































































































































































32	こうした当時の事情については，以下に詳しい。Elisabeth	Badinter,	L’amour en plus. Histoire de 





る。Michelle	Perrot,	«	De	Lourdes à V érité	:	les	femmes	du	troisième	Zola	»	in	Zola,	sous	la	direction	de	
Michèle	Sacquin,	Paris,	Bibliothèque	nationale	de	France/Fayard,	2002,	pp.	158―162.	［邦訳：ミシェル・
ペロー「『ルルド』から『真実』まで―第三のゾラにおける女性たち」宮下志朗訳，『ゾラの可能性』所
収，pp.	135―152.］
152
悔」という標語とともに，大きく両腕を広げたキリストの姿が目に留まる。デヴィッド・ハーヴェ
イが論証したように，この寺院は大革命にはじまって，反カトリック的な行為が最終的にパリ・コ
ミューンの惨禍までを引き起こした，そこに至るまでのフランスの歩みと葬ったものの秘密を建物
の内部に秘めてきた34。新世紀を前にして，政治と文化が生み出す緊張の中で小説を書き続けたゾ
ラは，寺院を活動拠点とするピエールが外の世界へ踏み出していく様子を描ききったが，物語の最
後で表した「幸福な家庭」のきわめて理想化された情景が，アナーキズムに共鳴し，サクレ＝クー
ル寺院を爆破しようとする化学者の兄を全身で押しとどめた主人公の行為に続いていることも忘れ
てはならない。『パリ』の草案を見ると，アナーキズムの思想を通観していたゾラは，ピエールと
ギヨームの葛藤を語る場面に執筆当初から重きを置き，２人の造形や結末に至るまでの関係をめぐ
り，「マリー」となる女性のあり方も含めて呻吟している。そして，兄弟が対立を乗り越える最終
的な場面にたどり着くまで，入念に物語の構成を練ったのだった35。テロが横行し，貧民救済の手
立ても尽き，宗教の役割が問われ続けた1890年代のフランスで，最晩年のゾラは生の価値をひと
きわ強く訴えた。現代社会の多面的な事象を知るわれわれは，今，ここに顕在しているものを思い，
未来へと広がっていく言葉をいかに見出すのか。『パリ』はそのような問いも投げかけているとい
えるだろう。
34	ハーヴェイ，前掲書，p.	430.	サクレ＝クール寺院の問題については，以下も参照。谷川稔『十字架と
三色旗―もうひとつの近代フランス』，山川出版社，1997,	pp.	188―190	;	土居義岳「首都パリの霊性の
場―パンテオンとサクレ＝クール」，『パリという首都風景の誕生―フランス大革命期から両大戦間ま
で』所収，pp.	163―189.	
」35	Emile	Zola,	Ebauche	de	Paris,	Bibliothèque	Méjanes	d’Aix-en-Provence,	Ms.	1471,	fos	11-22	et	62―68.
